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カンボジアの女性の現状 

 

シンガポール事務所 

 

 カンボジアにおける女性教育と地位向上に関する取組みを調査するため、近年急速に発展

している首都プノンペン及び国際的な観光都市である一方生活は貧しい地方都市シェムリア

ップにある政府機関や女性関連施設などを訪問しました。 

 

調査期間 2016 年 7 月 3 日（日）～7 月 9 日（土） 

訪問先 

【日本政府及び関連機関】 

 在カンボジア日本国大使館、JETRO プノンペン事務所、カンボジア日

本人材開発センター、日本国際協力センター（JICE）、かものはしファ

クトリー 

【カンボジア政府及び関連機関】 

教育青年スポーツ省、女性省、国家女性評議委員会、シエムリアップ州、

プノンペン市女性局、The National Technical Training Institute、

女性開発センター、カンボジア女性危機センター、美容院併設の職業訓

練所、Cambodian Youth Network 

 

１ カンボジアの現状 

 カンボジアでは、2013 年 9 月に策定された「四辺形戦略（Rectangular Strategy）」（第

三次）に基づき諸改革を進めています。その戦略の中で、「良い統治のための４つの課題」と

して、汚職撲滅、司法制度改革、行政改革、治安機構改革を、また、「４つの重点開発分野」

として、農業、民間セクター、インフラ整備、人材育成を挙げています。 

 特に、1975 年から 1979 年のクメール・ルージュ政権時代、知識人を中心に社会の中

核を担う人材が大量に虐殺されたため、司法官、公務員、教員などの人材育成が肝要となっ

ており、教育改革や職業訓練が最重要課題の一つとなっています。 

 

２ 教育事情と課題 

 カンボジアの教育制度は日本と同じく 6-3-3 制で、最初の 9 年は義務教育であり、この

間は無償で教育を受けることができます。 

 政府は教育を国家戦略の中で重要な分野としており、教育の大切さと子どもを学校に通学

させることの重要性を保護者に理解してもらうために広報活動を行っています。しかし、貧

困層の子どもたちは家計を助ける労働力として期待されているため、教育の重要性を理解し

ていない親が退学させたり、家族の生活のため自分自身の意思で退学する子どもがいるなど、

小学校であっても退学率や留年率が高く、進学するにつれて就学率が低下していく傾向にあ

ります。 
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